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創業の想いからつながる “ HIKESHI DNA ”

●1888年10月、日本初の民営火災保険会社として「東京火災保険会社」を創業

●創業の想い『人々のくらしを罹災からお守りしたい』

●当時、正式に認可された唯一の私設消防団「東京火災消防組」24時間365日 身を挺してお客さまを守る

火消し 社会課題解決 ＜防災・減災＞

火災の報せがあれば、
いち早く駆け付け暮らし
を守る「火消し」という
地域の課題解決

激甚化する自然災害への
対応、社会課題の解決が
現代の「HIKESHI」
としての使命

災害に強く、だれもが安心して暮らせる地域社会の実現へ
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環境新戦略「SOMPO Earth Positive Actions」

◼ 「SOMPO気候アクション（2021年~）」をアップデート、マテリアリティとして特定
◼ 気候変動、生物多様性、循環経済を統合的に捉えた「シナジーアプローチ」を推進。「人権への配慮」をすべての基盤に据え、

地球環境への貢献とグループの持続的な成長の両立を目指す。
◼ 「地域のネットワーク」、「グローバルなルール形成への貢献実績」、「環境分野における人材育成」という、SOMPOならではの

独自の強みを最大限に活かしたActions
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バリューチェーンにおける物理的リスクへの対応

▪ 激甚化・頻発化する自然災害、グローバルなバリューチェーンで生じる損害は、深刻な財務リスクへと転換。
▪ 物理的リスクへの対応を重要な「経営テーマ」と位置づけ、WBCSDが以下のCEOハンドブックを発表。
▪ トヨタ自動車、富士通、IGESと、当該レポートの日本語版を製作、日本企業に向け普及啓発。
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CEOハンドブックの普及による企業価値向上の支援

▪ 自社の拠点にとどまらない、バリューチェーン全体にわたる、「物理的リスクの予測・管理、実効性を伴う対策の講じ方」「特定さ
れたリスクをガバナンス体制や投資判断に組み込む手法」を解説した実践的な手引き

• 実際にリスクをどう特定・測定し、戦略を立て、報告するかという
具体的な「フレームワーク」や「ステップ」を提示

• プロジェクトを推進するチームが「具体的にどの部署を巻き込み、
どんなデータを使って評価すべきか」を確認するための「実践的
な道標」となる資料

• なぜ今「物理的リスク（異常気象や環境変化）」が経営課
題なのかを動機づけ、行動を促すための「ケーススタディ」や「現
状分析」に重点

• CEO及び経営陣に「物理的リスクへの対策は、単なるコストで
はなく将来の収益を守る投資である」であることを訴求

CEOハンドブックを普及し、経済界のレジリエンス強化と持続的な成長につなげ、企業価値の向上を支援

https://www.iges.or.jp/en/pub/baryu-chien-niokeru-butsuri-teki-risuku-rejiriensu-keiei-so-no-renkei-no-tame-no-ceo-handobukku
https://www.iges.or.jp/jp/pub/getting-ahead-physical-risk-jp/ja
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物理的リスクの激化は、保険会社にとっても深刻な問題

• 経済損失額、保険損失額ともに増加傾向、「プロテクション・ギャップ」を投資家が懸念。災害時の復旧・復興において自己負
担が必要な部分であり、社会のレジリエンスを定量的に示す指標。

• プロテクションギャップの解消・縮減に向けて、リスクの可視化に取り組む必要。

出典：SOMPOインスティチュート・プラス「日本のプロテクションギャップの現状と展望～災害リスク低減とレジリエンス向上への提言～」
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自然資本の価値化による脱炭素と地域のレジリエンス

◼ 一般社団法人ナチュラルキャピタルクレジットコンソーシアム（理事長：馬奈木俊介九州大学教授）の運営に参画、企
業・金融・自治体等と連携し、地域の質の高い自然資本のクレジット化に取り組む。

◼ 地域のステークホルダーをつなぐハブとして、テクノロジーを活用して地域の脱炭素化、レジリエンス向上、
ウェルビーイング向上を目指す。

ユニティ・グリーン工法（辻田建機特許）を活用したクレジット第1号

（参考）国内初の取引の実施～自然資本由来のカーボンクレジット市場形成に向けて～

◼ その他、間断かんがい技術(AWD)を活用したJCM

クレジットの普及拡大を目指すコンソーシアムへの参
画、日本CDR協議会への加盟など、脱炭素と地
域レジリエンスへの貢献を模索

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/topics/2026/20260611_1.pdf?la=ja-JP
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SAVE JAPANプロジェクトで「価値」への気づき

◼ 日本ＮＰＯセンター等と協働で生物多様性保全活動を行うプロジェクト。Web証券・約款や自動車事故時にリサイクルパー
ツを選択いただくことで削減したコストの一部を原資として2011年にスタート。地域の市民と全国の社員も参加してランドスケー
プアプローチを学ぶ。自然共生サイトに６プロジェクト認定

①蒜山高原鳩ヶ原草原及び周辺湿原（岡山県、蒜山自然再生協議会）
背丈の低い希少植物に太陽の光を当て、生育を促すために、草刈りを実施

②尾無の湿地（左）③中津干潟（右）（大分県、NPO法人水辺に遊ぶ会）
生息するベッコウトンボ（左）カブトガニの保全を学ぶ子供たち（右）

詳細：ネイチャーポジティブ・生物多様性に関する取組みの加速

④おだわらめだかの郷（神奈川県、めだかサポーターの会／⼀般社団法人おだわら農人めだかの郷）
メダカ生息地を体感 観察ウオーキング大作戦

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/topics/2024/20241105_2.pdf?la=ja-JP

